
２００９年衆議院議員選挙 東京小選挙区立候補予定者アンケート結果ご報告 

 
八ッ場ダムをストップさせる東京の会では、７月２７日、自民党、公明党、民主党、社民党、共産党、国民新党、新党日本から、東京小選挙区全２５

区に立候補を予定されている方７５名に八ッ場ダム建設事業に関するアンケート（本文は下記参照）を送り、次の４０名の方から回答をいただきました。

お忙しい中、回答下さった皆様、ありがとうございました。 
ダム事業を建設するべき、としたのは、自民党の１名のみでした。この集計結果を、回答の有無も含め、投票の参考にしていただければと思います。 
 

＜回答者氏名＞（敬称略） 
○共産党（２５名中２４名） 

冨田なおき、中島つかね、沢田英次、渋谷要、宮本栄、佐藤なおき、太田のりおき、沢田俊史、山本としえ、とくとめ道信、池内さおり、渡辺修次、

伊藤文雄、吉田としお、かわい恭一、新井杉生、小泉たみじ、清水あきお、池田真理子、星あつまろ、吉岡正史、古橋よしやす、長谷川あきら、鈴

木おさむ 
 
○民主党（２２名中１３名） 

海江田万里、中山よしかつ、藤田のりひこ、手塚よしお、ながつま昭、初鹿明博、早川久美子、菅直人、末松義規、長島昭久、山花郁夫、くしぶち

万里、阿久津幸彦 
 
○社民党（１名中１名） 

保坂のぶと 
 
○新党日本（１名中１名） 

有田芳生 
 
○自民党（２４名中１名） 
下村博文 
 
○公明党（１名中ゼロ名） 
 
○国民新党（１名中ゼロ名） 

 
 

 



   

     

衆議院議員選挙立候補予定者の方へ 

2009 年 7 月 27 日 

八ｯ場ダムをストップさせる東京の会 

代表   深澤洋子 
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ダム建設事業に関するアンケートのお願い 
 

衆議院議員選挙を目前に、準備にお忙しいことと存じます。 
私たちは、八ｯ場ダム事業の中止を求めて活動している市民団体です。2004 年 9 月の 6 都県一斉の住民監査請求、同年 11 月の住民訴訟提

訴以来、八ｯ場ダム問題はメディアにたびたび取り上げられるようになり、無駄な公共事業の代表例として耳目を集めるようになりました。 
 総事業費約５８４６億円（起債利息を除く）のうち、東京都の負担分は約８４８億円にも上ります。この東京都に、負担金支出の差し

止めと支出された負担金の損害賠償を求め、４年半東京地裁で争ってきましたが、５月１１日の判決は行政の裁量を無制限に認め、原告の

主張を一方的に退ける不当判決でした。東京ではただちに控訴し、同じく不当判決を受けた群馬、茨城でも控訴しました。千葉、宇都宮、

さいたまの各地裁の判決は年末以降に予定され、裁判の闘いは未だ端緒についたばかりです。全国に目を転じると、熊本県の川辺川ダムや

淀川水系の大戸川ダムなど、政治の力によって無駄なダム建設にストップをかける事例が出てきております。来る衆議院議員選挙でも、公

共事業のあり方が重要な争点のひとつになると期待しております。 
東京では水需要が減少の一途を辿り、水余りの状況が年々顕著になってきています。これは節水機器の普及等によるもので、これからも

節水機器の普及は進んでいき、近い将来には人口も減少傾向に変わりますので、東京都の水行政のあり方を根本から見直す必要があります。

100 年に 1 度といわれる大不況が進行し、税収難が予測される状況で、不要な支出の削減は緊要の課題です。 
そこで、当会は候補者の方々に八ｯ場ダムについてともに考えていただければと、アンケートを行うことにしました。つきましては、こ

のアンケートにご回答いただき、8 月 4 日までに同封した葉書に記入の上、ご返信くださるようお願いいたします。結果は、回答の有無も

含めて、衆議院選公示前にインターネットで公開する予定です。 
 
 
＜以下設問です。該当項目を選択し、同封した葉書に○を記入し、返信してください。＞ 
《単一選択》では該当する 1 項目のみを、《複数選択可》ではいくつでも選択してください。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

ホ その他 
 

１．（八ｯ場ダムへの関心度について）《単一選択》 
あなたは八ッ場ダム建設事業に関心がありますか。 

イ 関心をもっている 
ロ 関心がない 
ハ 事実を知らない 

 
２．（八ｯ場ダム建設事業への意見）《単一選択》 

進行中の八ッ場ダム建設事業へのあなたのご意見をお聞かせください。 
イ 八ッ場ダム事業は中止すべきだ 
ロ 八ッ場ダムは建設すべきだ 
ハ どちらか判断つかない 

 
３．（設問２でイ答えた建設反対の方へ）《複数選択可》 

八ｯ場ダム建設反対の理由をお答えください。 
イ 水が余っている東京に八ッ場ダムの水源は必要ない 
ロ 八ッ場ダムは洪水を防ぐ役には立たない 
ハ 脆弱な地盤にダムを建設すると災害の危険性がある 
ニ 吾妻渓谷などの自然環境を破壊する 
ホ ダム予定地の地域社会を崩壊させる 
ヘ 税金の無駄づかい 
ト その他 

 
４．（設問２でロと答えた建設賛成の方へ）《複数選択可》 

八ｯ場ダム建設賛成の理由をお答えください。 
イ 水道水源確保のために八ッ場ダムが必要 
ロ 治水（利根川の氾濫防止）のために八ッ場ダムが必要 
ハ 地元住民の生活再建のために八ッ場ダム事業を中止すべきでない 
ニ 景気対策のためには八ッ場ダム建設工事を続行すべき 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
５．（ダム中止後の地元再建について）《複数選択可》 

1952 年（昭和 27 年）のダム調査開始以降、八ッ場ダム予定地の住民は、ダム問題に翻弄され、経済的にも精神的にも疲弊し、地域

社会は崩壊の危機に立たされています。将来展望が無いために、川原湯温泉旅館は減り続け、地区外への転出が急速に進んでいます。

住民はこうした状況の中で生活再建ができるのか不安に思っています。公共事業の是非を冷静に判断するためには、事業中止後の生活

再建を支援する法律が必要です。 
ダムが中止されることになった場合、地元住民にとってどのような手当が必要でしょうか。 

イ 地元住民を中心とした新たな地域再建計画 
ロ 地域再建事業への国と６都県の費用負担 
ハ 地元住民への生活再建支援金（個別補償） 
ニ 地元住民への精神的補償 
ホ その他 

 
６．（東京都の地下水問題について）《複数選択》 

 多摩地域では水道水源の３割を地下水に依存しています。地盤沈下は沈静化しており、水質が良好ですので、現状程度の地下水を水

道水源として使い続けることは問題ありません。しかし、都は使用している地下水を地盤沈下と地下水汚染を理由に、水道水源として

全面放棄しようとしています。身近にある安価でおいしい水を放棄し、八ッ場ダムによって遠くからコストの高い水を獲得しようとし

ています。このことについて、どのようにお考えでしょうか。 
    イ 地下水の保全と涵養に努めながら、地下水を正規水源として認めるべき 
    ロ 地盤沈下等の状況を踏まえて、地下水の全面放棄計画を見直すべき 

ハ 東京の水源はダム建設等で確保される河川水のみとし、地下水は放棄するべき 
ニ わからない 

 
 
ご回答ありがとうございました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

皆さんのご健闘をお祈りいたします。 
  
 
 
 
 
 
 



   設問１（単一選択） 設問２（単一選択） 設問３（複数選択可） 設問４（複数選択可） 設問 5（複数選択可） 設問 6（単一選択） 

    
八ッ場ダムへの関

心 
八ッ場ダムへの意見 反対の理由 賛成の理由 

中止後の生活再建に必

要なのは 
東京都の地下水 

八ッ場ダム建設事業に関するアンケート 
イ．関心を持ってい

る 
イ．中止すべき イ．水余り 

イ．東京の水道水

源確保 

イ．地元住民を中心に

地域再建計画 

イ．正規水源とし
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    ロ．関心がない ロ．建設すべき 
ロ．洪水の役に立たな

い 

ロ．治水のために必

要 

ロ．地域再建事業への

国と６都県の費用負担 

ロ．全面放棄計画

の見直し 

   ハ．事実を知らない ハ．判断つかない ハ．地盤が脆弱 
ハ．地元住民の生

活再建 

ハ．地元住民への生活

再建支援金 
ハ．放棄するべき 

       ニ．自然環境破壊 ニ．景気対策 
ニ．地元住民への精神

的補償 
ニ．わからない 

       
ホ．ダム周辺住民の

生活破壊 
ホ．その他 ホ．その他  

    ヘ．税金の無駄づかい       
選挙区 候補予定者氏名 所属 

    ト．その他       

海江田 万里 民主党 イ イ イニへ   ロ イ 

与謝野 馨 自由民主党             1 区 

冨田なおき 共産党 イ イ イロハニホへ   ロ イロ 

中山 よしかつ 民主党 イ イ イ   ハ ロ 

中島つかね 共産党 イ イ イヘ   イロハ イ 2 区 

深谷 隆司 自由民主党             

石原 宏高 自由民主党             

沢田英次 共産党 イ イ ニホヘ   イハ イ 3 区 

まつばら 仁 民主党             

渋谷 要 共産党 イ イ イロハニホへ   イロハニ イロ 

平 将明 自由民主党             4 区 

藤田 のりひこ 民主党 イ イ ニホヘ   イハ イ 

佐藤 ゆかり  自由民主党             

手塚 よしお 民主党 イ イ イニホへ   イロホ 二 5 区 

宮本 栄 共産党 イ イ イロハニホへ   イロハニ イロ 



越智 隆雄 自由民主党             

小宮山 洋子 民主党             6 区 

佐藤 なおき 共産党 イ イ イロハニホへ   イロハニ イロ 

太田 のりおき 共産党 イ イ イロハニホへ   イロハニ イロ 

ながつま 昭 民主党 イ イ イヘ   イ 要調査 7 区 

松本 文明 自由民主党             

沢田 俊史 共産党 イ イ イロハニホへ   イロハニ イロ 

石原 伸晃 自由民主党             8 区 

保坂のぶと 社民党 イ イ イロハニホへ   イロハニ イ 

岸 良信 共産党             

木内 たかたね 民主党             9 区 

菅原 一秀 自由民主党             

えばた たかこ 民主党             

小池 百合子 自由民主党             10 区 

山本 としえ 共産党 イ（ハ） イ イハニホへ   イハ イ 

有田 芳生 新党日本 イ イ イニへ   イハ イ 

下村 博文 自由民主党 イ ロ   ハニホ イロハホ イ 11 区 

とくとめ 道信 共産党 イ イ イニへ   イハ イ 

青木 愛 民主党             

池内 さおり 共産党 イ イ イロハニホへ   イロハニ イロ 12 区 

大田 昭宏 公明党             

鴨下 一郎 自由民主党             

平山 たいろう 民主党             13 区 

渡辺 修次 共産党 イ イ イロハニホへ   イロハニ イロ 

伊藤 文雄 共産党 イ イ イロハニホへ   イロハニ イロ 

木村 たけつか 民主党             14 区 

松島 みどり 自由民主党             

東 祥三 民主党             

木村 勉 自由民主党             15 区 

吉田 としお 共産党 イ イ イロハニホへ   イロハニ イロ 



かわい 恭一 共産党 イ イ イロハニホへ   イロハニ イロ 

島村 宜伸 自由民主党             16 区 

初鹿 あきひろ 民主党 イ イ イロニ   イロ イ 

新井 杉生 共産党 イ イ イロハニホへ   イロハニ イロ 

早川 久美子 民主党 イ イ イロ   イハ イ 17 区 

平沢 勝栄 自由民主党             

菅 直人 民主党 イ イ イロニホへ   イロハ イロ 

小泉 たみじ 共産党 イ イ イロハニホへ   イロハニ イロ 18 区 

土屋 正忠 自由民主党             

清水 あきお 共産党 イ イ イロハニホへ   イロハニ イロ 

末松 義規 民主党 イ イ ヘ   ハ イ 19 区 

松本 洋平 自由民主党             

池田 真理子 共産党 イ イ イロハニホへ   イロハニ イロ 

加藤 公一 民主党             20 区 

木原 誠二 自由民主党             

小川 友一 自由民主党             

長島 昭久 民主党 イ イ イハニホへ   イホ イ 21 区 

星 あつまろ 共産党 イ イ イロハニホへ   イロハニ イロ 

伊藤 達也 自由民主党             

山花 郁夫 民主党 イ イ イハニへ   ロハ イ 22 区 

吉岡 正史 共産党 イ イ イロハニホへ   イロハニ イロ 

伊藤 公介 自由民主党             

くしぶち 万里 民主党 イ イ イロニへ   イロ イ 23 区 

古橋 よしやす 共産党 イ イ イロハニホへ   イロハニ イロ 

あくつ 幸彦 民主党 イ イ イロハニホへ   イロハニ イロ 

萩生田 光一  自由民主党             24 区 

長谷川 あきら 共産党 イ イ イロハニホへ   イロハニ イロ 

井上 信治 自由民主党             

鈴木 おさむ 共産党 イ イ イロハニホへ   イロハニ イロ 25 区 

真砂太郎 国民新党             



 


